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•  粉粒体および粉粒体－流体混相流は、造粒、混合、分
級、乾燥、流動化、供給、貯留、輸送などの様々な産
業プロセスに関連する。

• 製薬、化学、燃焼、鉄鋼、農業、生活用品、食品、電
池を始めとして、今日ある全ての製造業の 50％以上
は粉粒体を扱っていると言われており、現象の本質理
解に基づくプロセスの最適化が求められている。

• 粉体・流体の挙動を予測可能な数値シミュレーション
モデルを開発し、それを用いた物理現象の解明を目指
す。

プロセス最適化、省エネルギー、品質保証

粉粒体－流体混相流の数値シミュレーションと現象解明
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